
 

 

令和５年度事業の実施状況（令和５年１１月１日～令和６年３月３１日） 

 

（１）相談件数 

・延べ件数 ６１２件（電話４５９件、メール１４２件、面接１１件） 

・実件数  １７４件（うち、いじめの相談は１２６件） 

（２）いじめの相談（１２６件）の内訳 

・相談者（当初）：保護者１１６件、本人５件、家族・親戚２件、知人２件、 

不明１件 

・学 校 種 別：小学校４７件（公立３９件、不明８件）、 

中学校３１件（公立２０件、私立５件、不明６件）、 

高等学校４１件（公立１９件、私立１６件、不明６件）、 

特別支援学校１校（公立）、高等専門学校１件（公立）、 

不明５件 

（３）学校との調整活動 

 ・延べ件数 １４６件（電話１４４件、訪問２件） 

・実件数   ５４件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜改善事例、相談者の声（抜粋）＞ 

① ブランコをぶつけられたというこどもの保護者が相談した事案 

 学校はそのような事実は確認できなかったとしていたが、センターが 

調整活動に入ったことで学校が再度調査し、加害児童が行為を認め、謝罪 

 

② 学校が当初、友人間のトラブルと思い、いじめと認知せず、被害児童はそ

の後不登校状態となった事案 

センターが調整活動に入ったことで、学校が重大事態として調査を開始 

 

③ こどもからの希望で保護者がセンターに相談した事案 

 保護者からは「相談後、こどもの表情が明るくなって驚いている。相談で

きたこと、親以外に味方になってくれる場所があることに安心感を感じてい

る様子」との声 


